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【背景・目的】 

当院救急センターでは頭頸部外傷患者に対してのCT撮影にヘリカルスキャンを積極的に行っている。再構成法には従来ど

おりFBP法とスキャン部位によって逐次近似法も取り入れている。そこで、頭頸部外傷患者に対してのCT撮影条件の最適化を

検討した。 

【方法】 

①水ファントムを用いてSD値均一性測定 、②Catphanを用いてCNR評価 、③視覚評価によって比較、検討を行った。 

SD測定とCNR評価に関して、管電流を10mA～500mAまで変化させ、3回スキャンの平均値とした。 

再構成法に関しては、FBP法、AIIDR 3D（WEAK、MILD、STD）それぞれで再構成した画像で評価した。 

【結果】 

① SD値の均一性について、AIDR 3Dを用いることによりFBPとは異なる結果が得られた（Fig.1）。 

② CNRについて、AIDR 3Dの強度を上げていくとCNRの値に上昇がみられた（Fig.2）。 

③ 臨床画像を用いて画質評価としたが、FBPでは肩の部分で体厚に起因するアーチファクトが目立ったが、AIDR 3Dの強度を

上げていくと肩の部分のアーチファクトは軽減した（Fig.3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

AIDR3Dを利用することにより物理評価上の値を改善することができたが、視覚評価の結果と併せて臨床応用に有用である 
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